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開
局
は

来
春
を
予
定

　
情
報
を
よ
り
速
く
、
よ
り
正
確
に

伝
え
る
『
情
報
連
絡
無
線
』
を
、
今

年
度
、
農
林
省
の
「
新
農
村
定
住
促

進
対
策
事
業
」
で
実
施
す
る
こ
と
に

な
り
ま
し
た
。

　
同
報
無
線
は
、
役
場
と
農
協
に
設

置
し
た
無
線
局
か
ら
「
営
農
情
報
」

「
市
況
流
通
情
報
」
　
「
気
象
情
報
」

等
を
素
早
く
収
集
・
分
析
処
理
し
て

農
家
に
提
供
す
る
こ
と
に
よ
り
、
農

業
・
農
村
の
振
興
に
幅
広
く
役
立
て
、

生
産
性
の
向
上
と
経
営
の
安
定
に
大

き
な
効
果
が
期
待
さ
れ
ま
す
。

　
ま
た
、
一
般
行
政
情
報
や
台
風
・

地
震
・
火
災
・
地
す
べ
り
・
集
中
豪

雨
等
、
非
常
時
の
緊
急
放
送
を
一
斉

に
伝
達
す
る
こ
と
に
よ
り
、
被
害
を

最
小
限
に
と
ど
め
、
住
民
の
生
命
と

財
産
を
守
る
こ
と
に
役
立
ち
ま
す
。

　
町
で
は
、
こ
の
事
業
を
推
進
す
る

こ
と
に
よ
り
、
町
民
サ
ー
ビ
ス
の
向

上
と
、
行
政
事
務
の
効
率
化
に
一
層

努
め
、
迅
速
な
情
報
伝
達
に
よ
っ
て

地
域
の
活
性
化
を
図
り
た
い
と
思
い

ま
す
。
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本
シ
ス
テ
ム
は
、
役
場
放
送
室
に

設
置
さ
れ
た
「
親
局
」
、
農
協
に
設

置
さ
れ
た
「
遠
隔
制
御
局
」
か
ら
送

信
さ
れ
た
情
報
を
、
各
家
庭
に
設
置

さ
れ
た
「
戸
別
受
信
機
」
や
、
町
内

の
十
五
箇
所
に
建
て
ら
れ
た
「
屋
外

受
信
拡
声
装
置
」
に
一
斉
に
放
送
さ

せ
る
シ
ス
テ
ム
で
す
。

　
放
送
の
種
類
は
、
町
内
一
斉
放
送

は
も
と
よ
り
、
地
区
別
、
集
落
単
位

の
放
送
も
で
き
ま
す
。
ま
た
、
　
「
屋

外
受
信
拡
声
装
置
」
か
ら
も
集
落
内

放
送
を
す
る
こ
と
も
で
き
ま
す
。
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去
る
、
八
月
四
日
か
ら
十
一
日
の

四
日
間
で
電
波
実
験
も
無
事
に
終
わ

り
、
現
在
は
設
計
の
段
階
と
な
っ
て

い
ま
す
。
ま
た
、
九
月
中
旬
頃
を
目

処
に
入
札
を
し
て
、
工
事
を
進
め
る

計
画
で
す
。

　
全
世
帯
で
設
置
を
予
定
し
て
い
る

「
戸
別
受
信
機
」
は
、
メ
ー
カ
ー
に

よ
っ
て
違
い
ま
す
が
、
大
き
さ
は
、

約
2
5
㎝
×
2
0
㎝
×
8
㎝
く
ら
い
で
、

取
付
金
具
は
木
ビ
ス
で
取
り
つ
け
ま

す
の
で
、
木
製
の
壁
や
柱
等
、
取
付

箇
所
を
あ
ら
か
じ
め
決
め
て
お
い
て

く
だ
さ
い
。

台
の
上
に
置
く
こ
と
も
で
き
ま
す
。

電
源
コ
ー
ド
は
約
三
メ
ー
ト
ル
で
す

の
で
、
コ
ン
セ
ン
ト
よ
り
三
メ
ー
ト

ル
以
内
の
位
置
に
取
り
つ
け
が
必
要

で
す
。
長
さ
が
不
足
の
場
合
は
延
長

コ
ー
ド
を
使
い
ま
す
。

　
「
戸
別
受
信
機
」
に
は
ロ
ッ
ド
ア

ン
テ
ナ
が
つ
い
て
い
ま
す
。
約
一
メ

ー
ト
ル
で
全
部
伸
び
る
位
置
で
の
取

付
が
必
要
と
な
り
ま
す
。

　
ま
た
、
電
波
受
信
の
悪
い
集
落
、

屋
根
と
壁
が
ト
タ
ン
張
り
の
家
に
つ

い
て
は
「
屋
外
ア
ン
テ
ナ
」
が
必
要

と
な
り
ま
す
。
な
お
、
　
「
戸
別
受
信

機
」
は
町
か
ら
の
無
償
貸
与
と
な
り

ま
す
が
、
若
干
の
維
持
費
が
か
か
り

ま
す
。

　
「
屋
外
受
信
拡
声
装
置
」
は
、
昼

間
、
農
作
業
で
外
に
出
て
い
る
人
の

た
め
に
設
置
す
る
も
の
で
、
十
五
集

落
に
設
置
す
る
予
定
で
す
が
、
位
置

等
に
つ
い
て
は
、
集
落
の
中
心
地
付

近
（
集
落
セ
ン
タ
ー
等
）
に
建
設
す

る
計
画
で
す
．

　
設
置
位
置
等
、
細
か
い
こ
と
に
つ

い
て
は
、
そ
れ
ぞ
れ
の
区
と
相
談
さ

せ
て
い
た
だ
き
ま
す
の
で
、
よ
ろ
し

く
お
願
い
い
た
し
ま
す
。
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★
親
局
（
役
場
放
送
室
）

★
遠
隔
制
御
局

　
　
　
　
（
農
協
・
役
場
宿
直
室
）

★
屋
外
受
信
拡
声
装
置
（
1
5
か
所
）

★
戸
別
受
信
機
（
一
四
七
五
局
）

（
全
世
帯
・
事
業
所
・
事
務
所
等
）

★
中
継
局

　
（
芝
峠
き
の
こ
園
の
入
口
付
近
）

〉
8
月
2
0
日
　
蓬
平

　
も
う
じ
き
待
望
の
雨
が
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のための計

の卜住民アンケ
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ア
ン
ケ
ー
ト
に
ご
協
力
さ
れ
た
百

五
十
三
名
の
方
、
お
忙
し
い
と
こ
ろ

大
変
あ
り
が
と
う
ご
ざ
い
ま
し
た
。

　
さ
て
、
広
域
市
町
村
圏
と
は
、
住

民
の
生
活
や
行
動
が
市
町
村
を
越
え

広
が
っ
て
き
た
こ
と
で
、
一
町
村
だ

け
で
は
住
民
へ
の
行
政
サ
ー
ビ
ス
が

充
分
に
行
わ
れ
な
く
な
っ
て
き
た
こ

と
か
ら
、
日
常
生
活
圏
の
地
域
を
構

成
し
て
い
る
市
町
村
が
共
同
し
て
、

お
互
い
協
力
し
合
い
な
が
ら
、
地
域

振
興
や
町
づ
く
り
に
取
り
組
ん
で
い

こ
う
と
す
る
こ
と
で
す
。

　
当
町
は
、
今
ま
で
上
越
広
域
圏
に

所
属
し
て
い
ま
し
た
が
、
今
回
大
幅

な
見
直
し
が
あ
り
、
今
年
の
四
月
か
、

ら
松
之
山
町
と
共
に
十
日
町
圏
に
編

入
さ
れ
ま
し
た
。
新
十
日
町
圏
は
、

十
日
町
市
・
川
西
町
・
津
南
町
・
中

里
村
・
松
之
山
町
と
当
町
の
六
町
村

【調査地域】十日町市　川西町　津南町

　　　　　中里村　松代町　松之山町
【調査対象】圏内居住の20歳以上の住民

【調劃期問】6月13日～6月30日
【対象者数】3，000人（無作為抽出）

【回収数】1，817通【回収率】60．6％

【回答者の内訳】男性53．2％女性46．8％

20代12．8％　30代19．1％　40代21．9％

50代21．9％　60代以上24．3％
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［ニコー生住みたい盟移る気はない霞露事情で移れな
⊂コ市町村内移動希望　　匿コ市町村外移動希望

■■どこでも移りたい　　圏その他　　■未回答

で
構
成
す
る
こ
と
に
な
り
ま
し
た
。

　
今
後
、
新
十
日
町
圏
で
は
十
日
町

市
を
中
心
に
広
域
的
な
施
設
整
備
、

産
業
・
文
化
な
ど
の
振
興
を
、
六
市

町
村
で
協
力
し
合
い
な
が
ら
進
め
て

行
く
こ
と
に
な
り
ま
す
。

　
今
回
の
ア
ン
ケ
ー
ト
は
そ
の
第
一

歩
。
新
し
い
広
域
圏
計
画
を
策
定
す

る
た
め
、
住
民
の
皆
さ
ん
が
地
域
を

ど
の
よ
う
に
認
識
し
て
い
る
の
か
、

そ
し
て
今
後
の
発
展
方
向
を
ど
の
よ

う
に
考
え
て
い
る
の
か
、
…
…
…
。

　
貴
重
な
ご
意
見
を
新
広
域
圏
計
画

に
反
映
さ
せ
る
た
め
に
実
施
さ
れ
た

「
ア
ン
ケ
ー
ト
」
そ
の
結
果
が
ま
と

ま
り
ま
し
た
の
で
、
概
要
を
お
知
ら

せ
い
た
し
ま
す
。
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四季の松之山

（松之山町）

　
『
ほ
く
ほ
く
線
の
旅
』
は
先
月

号
の
大
島
村
に
続
い
て
、
今
月
号

は
松
之
山
町
を
紹
介
し
ま
す
。

　
当
町
に
は
、
ほ
く
ほ
く
線
は
通

り
ま
せ
ん
。
近
い
駅
舎
と
な
る
と

お
隣
の
松
代
町
と
な
り
ま
す
。
松

代
駅
か
ら
は
、
国
道
3
5
3
号
線

を
利
用
し
て
約
二
十
分
で
、
名
湯

『
松
之
山
温
泉
』
と
な
り
ま
す
。

　
さ
て
、
松
之
山
と
言
え
ば
温
泉

が
有
名
で
す
が
、
今
回
は
温
泉
プ

ラ
ス
松
之
山
の
四
季
の
観
光
名
所

を
紹
介
さ
せ
て
い
た
だ
き
ま
す
。

　
春
、
残
雪
と
新
緑
の
松
之
山
の

中
で
、
い
ま
最
も
人
気
の
高
い
場

所
が
『
美
人
林
』
で
す
。
樹
齢
六

十
年
の
ブ
ナ
林
が
広
が
り
、
た
く

さ
ん
の
野
鳥
た
ち
が
美
し
い
歌
声

で
出
迎
え
て
く
れ
ま
す
。

　
夏
、
ジ
リ
ジ
リ
と
太
陽
が
照
り
｛

つ
け
る
暑
い
夏
。
こ
ん
な
時
は
大
｝

厳
寺
高
原
を
お
薦
め
し
ま
す
。
八
　
｛

月
に
は
『
真
夏
の
雪
祭
り
』
も
行
｝

わ
れ
、
涼
し
さ
と
楽
し
さ
が
い
っ
　
｛

ぱ
い
で
す
。
ま
た
、
レ
ス
ト
ハ
ウ
　
｝

ス
や
キ
ャ
ン
プ
場
な
ど
野
外
施
設
　
（

も
あ
り
ま
す
。
　
　
　
　
　
　
　
｝

　
秋
、
全
山
が
紅
葉
で
埋
め
尽
く
｛

さ
れ
ま
す
。
松
之
山
の
紅
葉
を
一
　
｝

望
で
き
る
と
こ
ろ
が
奇
岩
『
岩
見
｛

堂
』
で
す
。
岩
の
最
先
端
か
ら
の
　
｝

眺
め
は
絶
景
。
晴
れ
た
日
に
は
、
　
｛

日
本
海
や
佐
渡
ケ
島
を
望
む
こ
と
｝

が
で
き
ま
す
．
　
　
　
　
　
　
｛

　
冬
、
白
銀
の
世
界
に
変
わ
り
ま
｝

す
。
今
シ
ー
ズ
ン
で
十
一
年
を
迎
　
｛

え
る
『
松
之
山
温
泉
ス
キ
i
場
』
　
｝

が
あ
り
ま
す
。
ご
家
族
連
れ
で
ス
　
（

キ
ー
と
温
泉
を
楽
し
む
に
は
最
高
。
｝

ぜ
ひ
一
度
、
冬
の
松
之
山
を
訪
れ
｛

て
み
て
は
い
か
が
で
す
か
。
　
　
　
｝▲大厳寺高原キャンプ場
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せ
っ
か
く
周
辺
に
豊
か
な
自
然
が

残
っ
て
い
る
の
だ
か
ら
、
開
発
も
大

切
だ
と
は
思
い
ま
す
が
、
こ
の
自
然

を
大
切
に
し
、
自
然
を
生
か
し
た
開

発
に
し
て
ほ
し
い
。
都
会
の
よ
う
な

開
発
で
は
な
く
、
都
会
に
は
な
い
よ

う
な
、
そ
し
て
都
会
の
人
が
来
て
安

ら
げ
る
、
そ
ん
な
地
域
に
し
て
ほ
し

い
。
山
、
川
、
湖
な
ど
が
あ
る
オ
r

ト
キ
ャ
ン
プ
場
な
ど
も
い
い
と
思
い

ま
す
。
　
（
松
代
町
・
30
代
・
男
性
）

、
ー
ー
I
l
ー
ー
l
I
．
ー
し
ー
ー
ー
ー
ー
1
－
I
I
I
，
－
，
l
I
l
ー
ー
I
1
1
ー
ー
1
，
一

ロ
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
じ

…
問
“
あ
な
た
が
住
あ
地
域
を
住
…

り
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　

…
　
み
よ
く
す
る
た
め
に
は
、
何
…

ロ
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
じ

㎝
　
に
重
点
を
置
い
て
整
備
す
べ
…

ロ
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　

一
　
き
だ
と
思
い
ま
す
か
。
　
　
一

コ
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
リ

…
　
　
　
　
　
　
（
複
数
回
答
）
　
皿

一
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
噸

一
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
一

一
「
昼
－
　
量
　
1
－
　
I
　
I
o
ー
　
軍
　
1
5
　
1
1
1
1
，
　
1
3
　
1
　
匪
1
－
　
l
1
9
　
昌
o
　
I
I
，
　
騨
1
　
8
　
－
　
－

　
　
　
　
　
　
　
　
心
ふ
れ
あ
う

性
性
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
地
域
づ
く
り

　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
ニ
　
　
カ
き

ロ
ロ
　
　
　
　
　
　
の
整
備

　
　
　
　
　
　
　
　
雪
の
克
服
と
利
用

脳
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
各
種
産
業
の
振
興

　
　
　
　
　
　
　
　
高
速
交
通

　
　
　
　
　
　
　
　
　
体
系
の
整
備

　
　
　
　
　
　
　
　
土
地
利
用
の

　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
効
率
化

　
　
　
　
　
　
　
　
社
会
福
祉

　
　
　
　
　
　
　
　
　
億
設
の
整
備

　
　
　
　
　
　
　
　
災
害
予
防
対
策

　
　
　
　
　
　
　
　
保
健
医
療
の
充
実

　
　
　
　
　
　
　
　
教
育
文
化
の
振
興

　
　
　
　
　
　
　
　
生
活
環
境
の
整
備

0
　
　
　
0
　
　
　
0
　
　
　
0
　
　
　
0
　
　
　
0

n
U
　
　
　
O
　
　
　
n
U
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Q
り
　
　
　
戸
0
　
　
　
4
　
　
　
0
⊆
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ひ
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’
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女
　
　
　
　
　
　
5
　
　
・

　
3
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■
．
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．
I
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□
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．
露
　
1
凄
一

0
　
　
　
　
　
　
　
　
　
警
曜
乱
　

3
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
曾

5
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
攻
．

q
U
　
　
　
　
　
　
讐

0
9
」
　
　
　
　
　
　
「

7
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
・
　
へ

24

O
u
　
　
一

3
　
　
・

784

∩
ノ
し
　
　
　
　
　
ザ
　
か

42

865

　
近
年
、
こ
の
地
域
に
若
者
が
戻
り

つ
つ
あ
り
ま
す
が
、
ま
だ
地
元
出
身

の
若
者
の
数
よ
り
帰
省
者
の
数
が
少

な
く
、
各
市
町
村
の
集
落
に
は
若
者

が
率
先
し
て
行
う
行
事
や
交
流
会
等

の
機
会
が
少
な
い
で
す
。
ま
た
、
ど

の
市
町
村
も
嫁
不
足
、
後
継
者
不
足

の
心
配
な
ど
人
材
不
足
に
よ
る
問
題

点
を
抱
え
て
い
ま
す
。
地
域
の
発
展

と
雇
用
促
進
を
は
か
り
、
交
通
網
及

び
商
・
工
業
の
整
備
等
を
は
じ
め
と

し
た
地
域
改
善
を
し
て
ほ
し
い
と
思

い
ま
す
。
そ
う
す
れ
ば
、
住
み
よ
い

地
域
づ
く
り
や
、
福
祉
・
文
化
・
教

育
等
の
多
方
面
に
わ
た
り
、
充
実
し

た
地
域
振
興
が
で
き
る
と
思
い
ま
す
。

　
　
　
（
中
里
村
・
2
0
代
・
男
性
）

　
や
す
ら
ぎ
の
あ
る
公
園
（
例
え
ば

噴
水
や
花
壇
、
サ
イ
ク
リ
ン
グ
コ
ー

ス
な
ど
、
お
弁
当
や
虫
捕
り
か
ご
な

ど
を
持
っ
て
で
か
け
ら
れ
る
所
）
が

あ
っ
た
ら
い
い
な
あ
と
思
い
ま
す
。

ど
こ
に
行
っ
て
も
お
金
が
か
か
り
、

安
心
し
て
遊
ば
せ
る
所
も
あ
ま
り
な

い
し
、
車
の
量
も
多
く
、
家
の
そ
ば

で
は
大
き
な
川
も
流
れ
て
い
て
、
い

つ
も
ひ
や
ひ
や
し
て
い
ま
す
。
ど
う

ぞ
、
小
さ
い
子
か
ら
若
い
カ
ッ
プ
ル
、

お
年
寄
り
が
自
然
と
足
を
運
べ
る
よ

う
な
、
そ
ん
な
公
園
を
一
日
も
早
く

造
っ
て
く
だ
さ
い
。

　
　
　
（
津
南
町
・
3
0
代
・
女
性
）

　
広
域
的
な
事
業
、
産
業
、
ス
ポ
ー

ツ
推
進
、
そ
の
他
あ
ら
ゆ
る
面
で
の

連
携
が
望
ま
し
い
と
思
う
。
小
さ
な

メ
ン
ツ
よ
り
、
も
っ
と
大
き
く
社
会

を
見
て
計
画
し
て
ほ
し
い
。

　
　
（
十
日
町
市
・
3
0
代
・
男
性
）

　
何
事
を
考
え
て
も
、
帯
に
短
し
、

た
す
き
に
長
し
の
感
じ
が
し
ま
す
。

工
業
中
心
と
か
、
商
業
中
心
と
か
で

な
く
、
バ
ラ
ン
ス
の
と
れ
た
町
づ
く

り
が
必
要
だ
と
思
い
ま
す
。
何
か
一

つ
を
発
展
さ
せ
る
こ
と
に
よ
り
、
他

の
進
歩
も
つ
い
て
回
る
の
か
も
し
れ

ま
せ
ん
。
　
（
川
西
町
・
4
0
代
・
男
性
）

　
誰
も
自
分
の
生
ま
れ
た
故
郷
を
思

わ
な
い
人
は
い
な
い
と
思
い
ま
す
。

で
も
後
継
ぎ
が
家
に
い
な
く
て
、
今

は
農
業
と
土
方
で
生
計
を
立
て
て
い

ま
す
。
五
年
後
、
十
年
後
を
考
え
る

と
不
安
で
す
。
　
「
体
を
悪
く
し
、
雪

掘
り
も
で
き
な
く
な
る
。
こ
ん
な
こ

と
が
遠
か
ら
ず
必
ず
や
っ
て
く
る
」

と
思
う
と
広
域
圏
の
活
性
化
を
考
え

る
前
に
、
ま
ず
自
分
の
歩
む
道
を
考

え
な
け
れ
ば
…
…
…
。
と
自
己
中
心

的
な
こ
と
で
す
み
ま
せ
ん
。

　
　
（
松
之
山
町
・
50
代
・
女
性
）

　
全
部
で
三
百
九
十
八
人
の
み
な
さ

ん
か
ら
、
貴
重
な
ご
意
見
や
ご
提
言

を
い
た
だ
き
ま
し
た
。
ど
う
も
あ
り

が
と
う
ご
ざ
い
ま
し
た
。

献血を

ありがとう

　7月20日
　役場前

渡
辺
勇
滝
澤
彌
一
郎
柳
勇

小
堺
月
子
　
柳
　
健
一
　
山
口
秋
子

寺
崎
松
太
郎
　
市
川
栄
太
郎

佐
藤
信
一

小
松
和
夫

井
口
久
雄

齋
藤
一
良

松
野
　
修

志
賀
義
雄

柳
　
雅
彦

小
堺
悦
夫

武
田
芳
夫

小
島
正
隆

相
沢
幸
一

佐
藤
一
義

出
村
　
豊

春
谷
政
男

浜
川
一
明

高
橋
芳
雄

中
村
　
孝

宮
沢
新
松

木
澤
　
純

田
辺
栄
子

石
田
浩
史

田
辺
由
美
江
　
小
野
島
友
美

若
井
哲
男
　
斉
藤
徳
人
　
若
井
君
男

斉
藤
智
和
　
横
尾
和
佳
子

津
南
町
　
彼
岸
市

【
と
き
】
九
月
二
十
二
日
（
木
）

二
十
三
日
（
金
）
二
十
四
日
（
土
）

【
と
こ
ろ
】
大
割
野
・
病
院
通
り

メ
イ
ン
は
二
十
三
日
の
秋
分
の
日
。

露
店
が
立
ち
並
び
大
変
な
に
ぎ
わ
い
。

【
お
問
合
せ
】
津
南
町
観
光
協
会

　
盈
0
2
5
7
i
6
5
1
3
1
1
1

小
堺
光
司
　
樋
口
改
太
　
山
岸
利
江

五
十
嵐
里
美
室
岡
美
津
子

山
岸
泰
子
　
萬
羽
綾
子
　
相
澤
星
子

柳
香
菜
子
牧
野
三
恵
子

小
堺
夏
子
　
茂
野
孝
藏
　
柳
　
和
宏

柳
　
亜
希
子
　
小
堺
美
代
子

笠
原
千
里
　
中
村
里
美
　
滝
沢
友
紀

佐
藤
久
美
子
　
小
堺
す
み
子

佐
藤
宏
子
　
田
辺
和
美
　
柳
　
昌
子

池
田
ま
ゆ
み
　
小
野
島
美
津
子

関
谷
正
義
　
佐
藤
貞
夫
　
関
谷
八
郎

小
堺
貞
男
　
鈴
木
利
雄
　
室
岡
　
徹

井
上
久
美
子
　
堀
江
み
ゆ
き

樋
口
邦
幸
　
市
川
角
治
　
柳
　
秋
江

高
橋
ふ
く
え
　
小
堺
正
秀

中
村
妙
子
　
水
口
智
子
　
関
谷
里
美

高
橋
久
美
　
菅
原
　
武
　
柳
　
久

石
田
志
津
子
　
長
谷
川
真
由
美

牧
田
一
生
　
相
沢
敏
子
　
村
山
和
美

☆
男
性
4
7
名
、
女
性
38
名
、
計
8
5
名

　
観
音
祭
と
い
う
こ
と
も
あ
り
ま
し

た
が
、
暑
い
中
を
多
く
の
方
に
ご
協

力
い
た
だ
き
大
変
あ
り
が
と
う
ご
ざ

い
ま
し
た
。
今
後
と
も
善
意
の
献
血

の
輪
が
社
会
に
広
が
り
、
安
定
し
た

血
液
確
保
が
で
き
ま
す
よ
う
一
層
の

ご
支
援
を
お
願
い
い
た
し
ま
す
。

　
な
お
、
次
回
の
献
血
は
九
月
二
十

二
日
、
役
場
前
で
九
時
か
ら
行
う
予

定
で
す
．
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一シリ

高
齢
化
社
会

　
よ
く
ご
存
じ
の
よ
う
に
、
日
本
で

は
世
界
に
類
を
見
な
い
よ
う
な
超
高

齢
化
社
会
を
迎
え
よ
う
と
し
て
い
ま

す
。
医
学
の
進
歩
や
環
境
の
改
善
に

よ
る
平
均
寿
命
の
伸
び
と
出
生
率
の

低
下
が
、
そ
れ
を
も
た
ら
し
て
い
る

わ
け
で
す
が
、
こ
の
よ
う
な
高
齢
化

社
会
で
は
、
今
ま
で
常
識
と
さ
れ
て

い
た
こ
と
が
通
用
し
な
く
な
っ
て
き

ま
す
。
そ
の
こ
と
を
少
し
考
え
て
み

ま
し
ょ
う
。

〈
価
値
観
の
変
化
〉

　
ま
ず
、
老
人
と
い
う
定
義
の
変
更

が
必
要
と
な
り
ま
す
。
少
し
前
ま
で

は
人
口
や
保
健
関
係
の
統
計
は
六
十

歳
以
上
を
老
人
と
し
て
い
ま
し
た
。

し
か
し
、
現
在
は
六
十
五
歳
以
上
に

な
っ
て
い
ま
す
。
お
そ
ら
く
遠
か
ら

ず
こ
れ
は
七
十
歳
以
上
に
変
わ
ら
ざ

る
を
得
な
い
の
で
は
な
い
か
と
思
い

ま
す
。
「
古
来
稀
な
り
」
と
さ
れ
て
い

た
七
十
歳
が
老
人
の
入
口
に
な
る
わ

け
で
す
．

　
そ
れ
か
ら
役
割
の
変
更
が
あ
り
ま

す
。
以
前
は
「
余
生
」
と
か
「
老
後
」

と
い
う
言
葉
に
代
表
さ
れ
る
よ
う
に
、

老
人
は
早
く
役
割
や
義
務
か
ら
引
退

今
ま
で
の

常
識
の
変
化

さ
せ
て
あ
げ
る
の
が
幸
せ
で
あ
る
、

と
い
う
考
え
方
が
あ
り
ま
し
た
。

　
し
か
し
、
こ
れ
は
現
代
の
老
年
期

が
長
い
時
代
に
は
当
て
は
ま
り
ま
せ

ん
し
、
何
ら
か
の
形
で
家
庭
や
地
域

社
会
で
の
役
割
が
あ
る
こ
と
が
、
健

全
な
老
年
期
を
過
ご
す
た
め
に
は
重

要
と
な
っ
て
い
ま
す
。
役
割
と
い
っ

て
も
、
「
仕
事
」
や
「
生
産
」
に
結
び

つ
く
も
の
を
指
す
わ
け
で
は
あ
り
ま

せ
ん
。
「
生
産
」
や
「
効
率
」
優
先
の

価
値
観
は
変
わ
ら
ざ
る
を
得
な
く
な

っ
て
い
ま
す
。

〈
健
康
に
つ
い
て
の
考
え
方
〉

　
そ
れ
か
ら
、
健
康
観
も
変
わ
り
つ

つ
あ
り
ま
す
。
今
ま
で
は
健
康
が
当

た
り
前
で
、
「
病
気
」
や
「
障
害
」
は

当
た
り
前
で
な
い
こ
と
と
さ
れ
て
い

ま
し
た
。
し
か
し
、
医
学
の
進
歩
で
、

以
前
は
致
命
的
で
あ
っ
た
病
気
で
も
、

そ
う
で
な
く
な
っ
た
も
の
が
た
く
さ

ん
あ
り
ま
す
。
そ
の
結
果
、
人
口
の

か
な
り
の
部
分
の
人
が
、
特
に
老
年

期
で
は
「
病
気
」
や
「
障
害
」
を
抱

え
て
生
き
る
こ
と
が
当
た
り
前
と
し

て
考
え
ら
れ
る
よ
う
に
な
っ
て
い
ま

す
。

〈
痴
呆
は
病
気
〉

　
で
は
痴
呆
の
問
題
は
ど
う
で
し
ょ

う
。
今
、
老
人
人
口
の
五
％
が
痴
呆

で
あ
る
と
い
わ
れ
て
い
ま
す
。
こ
の

数
字
が
多
い
と
感
じ
る
か
、
少
な
い

と
感
じ
ら
れ
る
か
は
そ
れ
ぞ
れ
で
し

ょ
う
が
、
九
十
五
％
は
痴
呆
で
は
な

い
と
い
う
こ
と
で
あ
り
ま
す
。
さ
ら

に
現
代
の
医
学
で
は
、
痴
呆
は
老
化

の
痴
呆
で
は
な
く
、
何
ら
か
の
病
気

と
考
え
ら
れ
て
い
ま
す
。
老
化
の
結

果
の
「
ボ
ケ
」
の
よ
う
な
物
忘
れ
を

平成6年度　総合健診受診者数一覧

主
体
と
す
る
能
力
の
低
下
と
痴
呆
は

違
っ
た
進
行
過
程
を
示
す
か
ら
で
す
。

　
痴
呆
の
代
表
的
な
も
の
は
ア
ル
ツ

ハ
イ
マ
ー
型
痴
呆
と
脳
血
管
性
の
痴

呆
の
二
つ
が
あ
る
こ
と
は
、
よ
く
ご

存
じ
だ
と
思
い
ま
す
。
ア
ル
ツ
ハ
イ

マ
ー
は
脳
の
老
化
が
急
速
に
起
こ
る

も
の
で
原
因
不
明
で
す
。
そ
れ
に
対

し
て
、
日
本
に
多
い
脳
血
管
性
の
痴

呆
は
動
脈
硬
化
や
脳
梗
塞
に
よ
っ
て

起
こ
る
も
の
で
、
こ
れ
は
成
人
病
の

予
防
と
同
じ
よ
う
な
予
防
が
考
え
ら

れ
ま
す
。
こ
の
よ
う
に
、
痴
呆
も
病

気
で
あ
り
治
療
と
共
に
予
防
も
考
え

ら
れ
る
と
い
う
の
も
、
今
ま
で
の
常

識
と
は
ず
い
ぶ
ん
違
っ
て
き
て
い
る

と
こ
ろ
で
は
な
い
か
と
思
い
ま
す
。

　
つ
ま
り
、
今
後
は
年
を
取
っ
て
い

け
ば
何
か
障
害
が
あ
っ
て
当
た
り
前

で
、
そ
れ
ぞ
れ
の
能
力
や
障
害
の
程

度
に
応
じ
た
社
会
的
役
割
を
果
た
し

て
い
く
こ
と
が
当
然
と
さ
れ
る
で
し

ょ
う
し
、
現
実
に
そ
の
変
化
は
起
き

て
き
て
い
る
よ
う
に
思
い
ま
す
。

早期発見・早期治療に

総合健診を
7月4日～8日

総合体育館で

　　行なわれました。

集落名 基本健診 レントゲン 胃ガン 婦人
松　　代 436 506 205 131

小荒戸 40 40 17 18

太　　平 35 39 17 11

菅　　刈 40 46 26 11

田　　沢 37 39 27 21

小屋丸 11 11 10 4
池之畑 30 34 12 8
下　　山 36 37 23 14

千　　年 95 106 51 32

池　　尻 18 19 6 4
会　　沢 34 35 20 6
清　　水 24 24 15 10

桐　　山 23 26 13 6
蓬　　平 88 95 49 26

東　　山 16’ 16 10 3
海　　老 40 41 17 11

犬　　伏 114 131 49 27

孟　　地 41 46 19 10

片桐山 15 16 13 6
滝　　沢 20 24 9 5
中　　子 6 9 3 1
苧　　島 36 40 24 6
田野倉 72 75 38 22

仙　　納 27 28 16 7
莇　　平 ．54 62 29 17

寺　　田 46 56 24 14

名　　平 14 16 10 5
蒲　　生 128 132 75 31

儀　　明 96 104 31 19

福　　島 41 46 26 17

奈良立 15 15 6 6
室　　野 175 184 1100 44

竹　　所 18 19 12 6
峠 63 65 39 14

木和田原 50 52 15 10

濁 1 1
計 2，035 2，235 1，056 583
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ミ　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　ミ
し　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　じ

i生き！活き！　　1
し　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　ヒ

し　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　じ

i　　人生のためにl
l　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　I

し　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　し

ロ　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　む

i㊥㊧㊥㊨i
I　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　I

l　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　l
l　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　l

じ　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　し

i生涯学習　　　　i
し　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　し

こ　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　こ

i新語・話題語　i
i　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　i
ミ　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　ヨ

i◎異常気象　　i
鞠　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　I

i　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　i
ミ　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　き

i　昨年の冷夏とは逆に今年　1
む　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　じ

1の夏は猛暑で、異常気象と　i

iいう言葉をよく耳にします。1
ロ　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　じ

i　過去の平均的な気象状態　1
じ　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　し

i　（普通は過去30年程度）か　1
し　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　じ

1ら大きくかけ離れた気象現　i

i象を異常気象といいます。　i
し　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　し

1このところの暖冬傾向や今　i
し　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　じ

1年の猛暑などは、二酸化炭　i

i素の増加による影響だとい　i
し　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　じ

1う説もあります。　　　　1
し　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　し

1　世界的に見ても、近年異　l
i常気象が多発し干ばつや山　i

l火事、農作物の不作などが　i
ロ　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　ロ

1おきています。　　　　　　i
じ　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　ミ

i　自然環境や私たち人間の　i
l日常生活にも大きな影響を　i
ミ　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　き

i及ぼしています。　　　　　l
l　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　i
l　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　I

◆
　
　
　
　
◆

禰
　
　
　
　
　
　
　
　
姻

窃
　
0
　
φ

◆
　
　
　
　
◆

”甑26

地域づくりについて（2）

　前回は全国の各地で、地域づくりが盛んになったということについて書きま

した。松代町でも生涯学習モデル町事業の一環として地域の活性化を目指し、

地域づくりに取り組んでいます。

　それでは、地域づくりはどのように進めたらよいのでしょうか。今回はその

方法について一例を述べてみたいと思います。

　地域課題の明確化→取り組む課題の設定→課題の解決案づくり→地域住民間

の合意づくり→対話集会（実際の活動）→事後の活動

　このような順序で地域づくりを進めようとするのが、生活会議方式と呼ばれ

ている方法です。進め方を少し詳しく説明しますと、日頃地域で感じているこ

とを話し合ったり、アンケート調査を行うなどして地域の課題を明確にします。

　取り組む課題は重要度や緊急性を考えて設定し、解決策を具体化し計画しま

す。その後、幅広く地域住民内の合意を得たうえで活動に入ります。

　地域づくりで一番大切なことは、そこに住んでいる人達が自分たちの手で、

自分たちの地域を住みやすく変えていくということです。

　小さなことでもいいですから、身近にできることから手をつけていくことが

大切ではないでしょうか。地域でのいろいろな呼びかけに積極的に協力するこ

とが、住みよい地域づくりにつながるわけです。

知って⑤する

　　上手な
老齢墓礎年金のもらい方（その3）

年金の選択は

　良く考えて

　　　　前発

後発

老齢基礎年金

65歳未満 65歳以上

障害基礎年金 ◎ ◎

遺族基礎年金 ◎ ◎

特別支給の
老齢厚生年金 △

老齢厚生年金 ☆

障害厚生年金 ◎ ◎

遺族厚生年金 ◎ ☆

特別支給の
退職共済年金

▲

退職共済年金 ☆

障害共済年金 ◎ ◎

遺族共済年金 ◎ ☆

薦
、

　
　
　
　
へ
（
．讃

辮

㊤

こ
つ
の
年
金
が
受
け

ら
れ
る
お
ば
あ
さ
ん
。

こ
ち
ら
も
、
ど
ち
ら
が

い
い
の
か
迷
っ
て

い
ま
す
．

廟 　（（

．轡 な
～
ん
て
バ
カ
な
事
は
な
い

年
金
は
、
大
き
い
方
を
、
選

択
し
な
く
ち
ゃ
ね
！

》

㊤

※前発…現在受けている年金
後発…その後受給権を取得した年金

　◎……選択
　☆……併給
　△……老齢厚生年金停止
　▲……退職共済年金停止

「
舌
切
り
す
ず
め
」
の

お
じ
い
さ
ん
、
大
き
い

箱
と
、
小
さ
い
箱
、

ど
ち
ら
を
も
ら
う
か

迷
っ
て
い
ま
す
…

へ／ヤ
、、

　
現
在
の
年
金
制
度
は
「
一
人
一
年

金
」
が
原
則
と
な
っ
て
い
ま
す
。

　
支
給
理
由
の
違
う
二
つ
以
上
の
年

金
の
受
給
権
が
あ
る
場
合
に
は
、
い

づ
れ
か
ひ
と
つ
の
年
金
を
選
択
す
る

こ
と
に
な
っ
て
い
ま
す
。

　
こ
れ
か
ら
の
生
活
を
支
え
る
大
切

な
年
金
で
す
。
左
表
を
参
考
に
良
く

考
え
て
選
択
を
行
っ
て
下
さ
い
。

　
ま
た
、
こ
の
時
に
「
年
金
受
給
選

択
申
出
書
」
の
届
出
が
必
要
で
す
。

こ
の
申
出
書
の
提
出
が
遅
れ
る
と
、

年
金
の
支
払
が
遅
れ
た
り
、
過
払
い

が
生
じ
、
返
納
す
る
こ
と
に
な
る
場

合
が
あ
り
ま
す
の
で
、
速
や
か
に
提

出
し
ま
し
ょ
う
。
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堕翻

こ
の
夏

交
流
人
口

何
千
人
？

馳
流
人
。
は
、

監
録
批
鰭
締
鷲
即

堕
椴
募
ド
轄
欝
講

馳
セ
ン
タ
ー
に
お
い
て
、
江
棟
区
東
陽

励
累
鑛
訓
騨
諮
馳

暫
膿
遜
蟻
横
過

聾
墨
会
韓
鵡
丸
燵

　
　
　
バ
イ
キ
ン
グ
」
三
百
五
十
人
が
参
加

　
　
　
さ
れ
大
満
足
だ
っ
た
よ
う
で
す
。

　
　
　
　
さ
ら
に
十
八
日
か
ら
三
日
間
、
新

　
　
　
潟
県
で
は
初
め
て
と
い
う
「
ミ
ユ
ー

　
　
　
ジ
ッ
ク
キ
ャ
ン
プ
」
が
生
涯
学
習
セ

　
　
　
ン
タ
ー
で
、
町
内
外
の
中
学
生
か
ら

暑
い
夏
、

「
元
気
度
」

▼室野　牛のまるやきバイキング

　参加者350名テンH7張

し
か
し
地
域
活
性
化
の

の
指
標
と
も
い
え
る
交

こ
の
夏
過
去
最
高
を
記

越
騰

一
般
者
を
含
め
六
十
人
ほ
ど
が
集
ま

り
、
一
流
の
演
奏
家
の
指
導
を
受
け

て
い
ま
し
た
。
昨
年
も
こ
の
地
で
演

奏
さ
れ
た
サ
ク
ソ
ホ
ー
ン
の
須
川
展

也
さ
ん
、
十
八
日
は
福
島
で
七
十
人
、

十
九
日
は
清
水
で
百
五
十
名
の
方
を

前
に
管
楽
器
と
ピ
ア
ノ
の
美
し
い
調

べ
を
聞
か
せ
て
く
れ
ま
し
た
。

　
二
十
一
日
、
郡
の
P
T
A
大
会
が

松
代
中
学
校
で
開
催
さ
れ
、
松
代
派

出
所
在
勤
時
に
「
松
代
町
の
野
鳥
」

を
執
筆
さ
れ
た
県
警
防
犯
部
勤
務
で

日
本
鳥
学
会
会
員
で
も
あ
る
松
永
洗

　
　
　
　
　
　
　
　
灘
プ

　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
ン

　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
ヤ

　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
キ

　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
ク
景

　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
ッ
風

　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
ジ
ト
名

　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
一
一
〇

　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
ユ
サ
ー
5

　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
ミ
ン
者

　
　
　
　
購
犠

▼18日　福島公民館にて

　満員で迎えた須川さんの

　サクソホーンにうっとり

　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
、
か
で

　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
ら
ん

　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
し
囲

　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
、
を

　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
り
ル

　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
終
－

　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
も
ポ

　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
’
プ
ム

　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
．
ン
テ
）

　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
ヤ
国
水

　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
キ
ト
清

　
　
　
　
　
　
　
　
　
姦
の
た
（

　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
A
つ
影

　
　
　
　
難

　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
C
作
撮

　
　
　
懸
紮
　
欝
、
、
讐
M
で
念

　
　
鱒
驚
慶
、
　
．
雛
鍵
Y
ば
記

　
　
　
　
義
、
、
　
ン
慧
　
　
㌶
▲

氏
が
二
百
五
十
名
の
参
加
者
を
前
に

『
動
物
の
世
界
に
お
け
る
親
子
関
係

と
題
し
て
講
演
さ
れ
ま
し
た
。
ま
た

同
じ
日
、
県
青
年
大
会
バ
ト
ミ
ン
ト

ン
種
目
が
体
育
館
で
開
催
さ
れ
、
九

チ
ー
ム
、
約
百
人
が
参
加
。
松
代
チ

ー
ム
は
優
勝
し
た
北
蒲
原
郡
チ
ー
ム

に
敗
れ
、
惜
し
く
も
三
位
で
し
た
。

　
お
盆
も
「
し
ち
ん
ち
祭
り
」
も
、

各
家
庭
で
帰
省
客
が
か
な
り
あ
っ
た

よ
う
で
す
が
、
二
十
六
日
か
ら
三
日

間
、
郵
便
局
関
係
の
労
働
組
合
で
あ

　　σ　　　　轟．，

▲県青年大会　バトミントン種目

　一回戦は十日町に圧勝

▼25日　中京高校体操部

　華麗な演技に見学者90名

道路はみこしで
いっぱいでした。

▲しちんち祭り

る
全
逓
東
京
南
部
地
区
の
方
が
親
子

連
れ
で
百
九
十
人
、
サ
マ
ー
キ
ャ
ン

プ
を
開
催
し
ま
し
た
。
み
こ
し
を
借

り
て
参
加
し
た
田
舎
の
祭
り
、
楽
し

い
思
い
出
に
な
っ
た
よ
う
で
す
。

　
来
月
は
『
ロ
・
マ
ン
2
4
血
ま
つ
だ

い
＆
町
民
マ
ラ
ソ
ン
大
会
』
を
始
め

い
ろ
い
ろ
な
催
し
物
が
待
っ
て
い
ま

す
。
他
地
域
の
方
と
の
交
流
を
重
ね

つ
つ
、
松
代
町
の
発
展
に
貢
献
で
き

れ
ば
と
思
い
ま
す
。

我
が
町
は

　
健
康
づ
く
り
で
　
地
域
の
輪

ふ
れ
δ
ひ
ス
ポ
、
ツ
ひ
日

　
結
果
の
お
知
ら
せ

ペ
タ
ン
ク
　
5
チ
ー
ム

優
勝
　
太
平
友
の
会

二
位
　
ス
ー
パ
ー
ニ
ッ
カ

三
位
　
キ
ー
ト
ン
ズ

ス
マ
イ
ル
ボ
ー
リ
ン
グ
25
チ
ー
ム

優
勝
　
田
野
倉
グ
レ
太

二
位
　
仙
納
　
B

三
位
　
ガ
ン
バ
ロ
ー
ズ

8

グ
ラ
ン
ド
ゴ
ル
フ

一
位
笠
原
益
雄

二
位
　
関
谷
詠
子
　
　
　
1
m
91
㎝

二
位
　
米
持
兼
治

四
位
品
田
儀
一
郎
ホ
ー
ル
イ
ン
ワ
ン

五
位
　
関
谷
伊
市
　
以
下
氏
名
の
み

を
順
番
に
掲
載
。
市
川
　
貢
、
鈴
木

重
廣
、
関
谷
ラ
ン
、
村
山
栄
次
郎
（
62

㎝
）
武
田
雄
一
郎
、
柳
　
晟
、
関
谷

寅
夫
、
柳
　
一
郎
、
富
沢
忠
平
、
西

潟
浩
平
、
相
沢
佐
市
郎
、
　
（
1
m
1
0

㎝
）
市
川
芳
雄
、
平
沢
清
、
高
橋
憲

保
、
高
橋
サ
ツ
、
宮
沢
義
雄
、
高
橋

政
二
、
佐
藤
靖
夫
、
小
堺
ハ
ナ
、
佐

藤
猶
栄
、
柳
　
宗
市
、
相
沢
フ
ミ
、

池
田
福
一
郎
（
2
9
㎝
）
若
井
マ
サ
ヲ
、

高
橋
マ
キ
、
牧
田
長
吉
、
高
橋
利
助

（
2
m
3
5
㎝
）
若
月
佐
治
郎
、
大
熊

祐
輔
、
武
田
フ
ク
ヨ
、
市
川
藤
蔵
、

市
川
寅
蔵
、
山
賀
昌
次
郎
、
小
堺
ト

ラ
オ
、
島
田
ア
イ
子
、
池
田
美
義



　
九
月
二
月
に
選
挙
人
名
簿
の
定
時

登
録
が
行
わ
れ
、
新
し
い
有
権
者
数

（
選
挙
人
名
簿
登
録
者
数
）
が
確
定
し

ま
し
た
。
有
権
者
数
は
三
、
九
八
二

人
で
、
昨
年
よ
り
四
十
四
人
（
男
二

十
七
人
、
女
十
七
人
）
の
減
と
な
っ

て
い
ま
す
。
（
左
の
表
参
照
）

　
来
年
は
、
町
議
会
議
員
選
挙
を
含

む
統
一
地
方
選
挙
と
、
参
議
院
議
員

通
常
選
挙
の
年
で
す
。

　
選
挙
は
、
民
主
主
義
の
根
幹
を
な

す
も
の
で
す
。
棄
権
の
な
い
よ
う
み

な
さ
ん
こ
ぞ
っ
て
投
票
し
ま
し
ょ
う
。

地区別有権者数（9月2日現在）

OOoOO0O

　
健
康
づ
く
り
の
意
識
の
高
揚
を
は

か
る
た
め
新
潟
県
が
主
催
し
た
「
県

民
ヘ
ル
シ
i
料
理
コ
ン
ク
ー
ル
」
が

八
月
二
十
一
日
、
新
潟
市
の
新
潟
調

理
専
門
学
校
で
開
催
さ
れ
、
松
代
町

か
ら
は
、
二
組
の
応
募
で
ど
ち
ら
も

入
賞
さ
れ
ま
し
た
。

灘
、
囎
議
垂
葺

鶴　
　
　
　
　
　
　
　
撫
、
，
、
－

勲

　藝搬

県
民
ヘ
ル
シ
ー
料
理
コ
ン
ク
ー
ル
で

最
優
秀
賞
　
萬
羽
信
子
補
恵
子
炉

　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
（
松
代
・
も
え
ん
）

　
鈴
木
み
い
子
さ
ん
。

　
中
学
三
年
の
恵
子
さ
ん
、

》
左
か
ら
、
萬
羽
信
子
さ
ん
、

　
フ
ァ
ミ
リ
ー
ク
ッ
キ
ン
グ
の
部
で

は
、
萬
羽
信
子
・
恵
子
さ
ん
（
松
代

・
も
え
ん
）
親
子
が
み
ご
と
最
優
秀

賞
を
受
賞
さ
れ
ま
し
た
。

　
テ
ー
マ
は
「
夏
野
菜
を
子
供
に
」

献
立
は
「
夏
野
菜
の
の
っ
ぺ
も
ど
き

と
、
ぎ
ん
だ
ら
の
り
ん
ご
お
ろ
し
か

け
」
、
「
あ
っ
さ
り
サ
ラ
ダ
と
、
か
き

玉
汁
」
。
日
常
の
食
卓
に
あ
る
も
の
を
、

食
欲
の
出
る
よ
う
創
意
工
夫
し
て
出

品
さ
れ
た
そ
う
で
す
。

　
ま
た
、
ヘ
ル
シ
ー
ク
ッ
キ
ン
グ
の

部
で
は
鈴
木
み
い
子
さ
ん
（
松
代
、

寺
の
下
）
が
「
わ
が
家
の
夏
ば
て
克

服
メ
ニ
ュ
ー
」
と
い
う
テ
ー
マ
で
、

優
秀
賞
に
輝
き
ま
し
た
。

　
萬
羽
さ
ん
、
鈴
木
さ
ん
大
変
お
め

で
と
う
ご
ざ
い
ま
し
た
。

　
な
お
、
こ
の
他
に
本
年
度
か
ら
、
、

骨
粗
し
ょ
う
症
予
防
ク
ッ
キ
ン
グ
の

部
門
が
新
設
さ
れ
ま
し
た
。
来
年
は

第
五
回
目
と
な
り
ま
す
。
日
ご
ろ
の

腕
前
で
、
あ
な
た
も
挑
戦
し
て
み
ま

せ
ん
か
．

　
詳
し
い
内
容
に
つ
い
て
は
、
役
場

住
民
課
保
健
衛
生
係
か
、
栄
養
士
ま

で
お
尋
ね
く
だ
さ
い
。

　
　
ド
ド
ひ

翁
蟹
鍔

論

回

集落名 男 女 計

松　　代 511 588
、
1
， 099

小荒戸 41 42 83

太　　平1 49 51 100

菅　　刈 39 43 82

田　　沢 37 35 72

小屋丸 7 6 13

池之畑 24 22 46

下　　山 28 26 54

千　　年 80 90 170

池　　尻 17 17 34

会　　沢 30 27 57

清　　水 23 20 43

桐　　山 20 15 35

蓬　　平 85 86 171

東　　山 9 12 21

海　　老 30 28 58

犬　　伏 102 105 207

孟　　地 36 32 68

片桐山 10 9 19

滝　　沢 16 17 33

中　　子 5 7 12

苧　　島 41 37 78

田野倉 64 72 136
仙
、
　 納 24 26 50

莇　　平 38 41 79

寺　　田 40 45 85

名　　平 8 11 19

蒲　　生 101 114 215

儀　　明 91 111 202

福　　島 30 43 73

奈良立 15 17 32

室　　野 162 184 346

竹　　所 16 13 29

峠 42 47 89

木和田原 34 36 70

濁 1 1 2
計 1，906 2，076 3，982

　
　
　
七
月
三
日
、
浦
川
原
村
で

　
　
開
催
さ
れ
た
郡
青
年
大
会
に

　
　
お
い
て
、
松
代
町
バ
ス
ケ
ッ

　
　
会
長
）
は
、
順
調
に
ト
ー
ナ

　
　
メ
ン
ト
戦
を
勝
ち
進
み
、
見

　
　
事
初
優
勝
を
飾
り
、
八
月
二

　
　
十
日
、
新
井
市
の
県
青
年
大

　
　
会
に
初
出
場
し
ま
し
た
。

　
　
　
県
大
会
で
は
、
惜
し
く
も

　
　
敗
れ
て
し
ま
い
ま
し
た
が
、

　
　
九
月
二
十
四
日
の
北
陸
選
手

　
　
権
（
柏
崎
市
）
へ
向
け
て
た

　
　
だ
い
ま
練
習
中
で
す
。
参
加

　
　
メ
ン
バ
ー
は
、
柳
和
男
、

　
　
下
坂
　
武
（
奈
良
立
）
柳

　
　
明
男
（
孟
地
）
山
田
光
一
（

　
　
ま
つ
だ
い
食
品
）
小
松
正
隆

　
　
（
室
野
）
関
谷
公
明
、
高
橋

　
　
裕
之
、
小
野
島
友
美
、
小
堺

　
　
修
、
山
田
伸
吾
（
以
上
松
代

　
　
）
小
島
昭
夫
（
犬
伏
）

　
謬
　
ト
ボ
ー
ル
協
会
（
室
岡
裕
之

㎜
㎜盛

㎜
㎜
㎜
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晃月り右
（東京都葛飾区在住・海老ちがやっぱら）

　
東
京
に
出
て
今
年
で
三
十
八
年
目

に
な
り
ま
す
が
、
ご
く
普
通
の
結
婚

を
し
、
普
通
の
家
庭
を
持
ち
（
本
当

に
）
小
さ
い
な
が
ら
も
自
分
の
家
を

持
つ
こ
と
が
で
き
ま
し
た
。

　
話
に
よ
る
と
、
東
京
に
住
ん
で
い

る
人
の
多
く
が
田
舎
か
ら
出
て
き
た

人
（
帰
省
ラ
ッ
シ
ュ
が
証
明
し
て
い

ま
す
）
と
の
こ
と
な
の
で
、
自
分
も

普
通
の
東
京
人
？
と
言
う
こ
と
に
な

る
の
で
し
ょ
う
か
。

　
し
か
し
、
東
京
人
に
な
れ
ば
な
る

ほ
ど
『
松
代
会
』
と
い
う
も
の
の
重

み
が
（
特
に
あ
と
数
年
後
に
や
っ
て

来
る
退
職
の
後
に
は
）
増
し
て
く
る

の
か
も
し
れ
ま
せ
ん
。

　
私
は
あ
ま
り
近
所
づ
き
あ
い
の
あ

る
方
で
は
あ
り
ま
せ
ん
し
、
退
職
後

は
、
会
社
関
係
の
知
人
と
の
つ
き
合

い
も
減
っ
て
し
ま
う
で
し
ょ
う
か
ら
、

年
を
取
っ
て
か
ら
は
、
親
類
が
訪
ね

て
き
た
り
、
松
代
会
に
出
る
の
が
楽

し
み
な
普
通
の
老
人
に
な
っ
て
し
ま

う
の
か
も
し
れ
ま
せ
ん
。

　
そ
し
て
、
毎
日
好
き
な
酒
を
飲
ん

で
、
た
ま
に
好
き
な
競
馬
を
少
し
し

て
、
孫
の
顔
を
見
る
の
を
楽
し
み
に

会報第4号（12月発行）の

原稿及び広告募集
原稿あなたの近況、民話、よもやま話、会活

　　　　動、歌、俳句、短歌などなど、ご自由に

　　　　どうぞ。（スナップ写真も添えて下され

　　　　ば幸いです）

広　告　有料ですが、どなたでもご掲載下さい。

　　　　締め切りは、10月30日です。

送り先〒101

　　　　　東京都千代田区神田神保町1－62

　　　　　　　青　　樹　　社　宛て

　　　　　TELO3（3294）5225　FAXO3（3291）1931

　※　松代町在住の方でも、お気軽に

　　　お寄せください。

　　　　東京松代会　広報委員会

す
る
…
…
…
。
そ
う
い
え
ば
、
私
の

息
子
は
も
う
三
十
近
い
と
い
う
の
に

未
だ
に
結
婚
し
て
い
な
い
の
で
す
。

こ
れ
で
は
孫
の
顔
の
見
え
よ
う
は
ず

も
あ
り
ま
せ
ん
。
が
、
こ
れ
ば
か
り

は
本
人
が
そ
の
気
に
な
ら
な
く
て
は

仕
方
あ
り
ま
せ
ん
。
だ
れ
か
良
い
話

が
あ
っ
た
ら
教
え
て
も
ら
い
た
い
も

の
で
す
。

　
グ
チ
が
多
く
な
り
ま
し
た
が
、
小

生
は
作
文
が
生
ま
れ
な
が
ら
に
（
？
）

苦
手
な
の
で
、
こ
れ
で
終
わ
り
た
い

と
思
い
ま
す
。

10

月
8
日
（
土
）
ふ
る
さ
と
巡
り

☆
各
集
落
の
な
つ
か
し
い
風
景
を
、

　
町
の
バ
ス
で
巡
り
ま
す
。

☆
夜
は
「
松
之
山
凌
雲
閣
」
に
て

　
秋
の
味
を
満
喫
。
な
お
、
翌
日
の

　
カ
ラ
オ
ケ
大
会
の
予
選
会
も
行
い

　
ま
す
の
で
曲
目
の
準
備
を
お
願
い

　
し
ま
す
。

10

月
9
日
（
日
）
カ
ラ
オ
ケ
大
会
等

　
　
地
元
の
人
達
と
の
懇
親
の
集
い

☆
カ
ラ
オ
ケ
・
舞
踊
・
詩
吟
等
の
他

　
実
り
の
秋
に
ふ
さ
わ
し
く
ふ
る
さ

　
東
京
松
代
会
が
三
周
年
記
念
事
業

と
し
て
計
画
し
ま
し
た
『
越
後
ま
つ

だ
い
の
四
季
・
カ
レ
ン
ダ
ー
コ
ン
テ

ス
ト
』
に
多
数
の
方
か
ら
応
募
い
た

だ
き
大
変
あ
り
が
と
う
ご
ざ
い
ま
し

た
。　

松
代
写
真
ク
ラ
ブ
の
方
を
中
心
に

全
部
で
十
三
名
の
方
か
ら
五
十
五
点

の
作
品
を
提
出
い
た
だ
き
ま
し
た
。

　
八
月
十
九
日
、
役
場
会
議
室
に
お

い
て
厳
正
な
審
査
の
結
果
、
最
優
秀

賞
に
は
「
冬
の
部
」
で
入
選
さ
れ
た

大
字
松
代
の
関
谷
八
郎
さ
ん
が
受
賞

さ
れ
ま
し
た
。
惜
し
く
も
選
に
も
れ

た
作
品
の
中
に
も
す
ば
ら
し
い
も
の

が
あ
り
ま
し
た
。
松
代
会
で
は
来
年

度
の
会
報
の
中
で
紹
介
し
た
い
と
い

う
こ
と
で
し
た
。

　
　
　
　
　
胆
騨
燈

　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
ま

　
と
の
物
産
店
も
出
店
し
ま
す
。

【
集
合
】
1
0
月
8
日
　
午
前
九
時

　
　
　
新
幹
線
　
越
後
湯
沢
駅
前
に

　
　
（
切
符
は
往
復
と
も
各
自
で
）

【
解
散
】
1
0
月
9
日
　
午
後
四
時
頃

　
　
　
新
幹
線
　
越
後
湯
沢
駅
前
で

【
会
費
】
二
万
円
（
女
性
千
円
引
き
）

【
参
加
申
込
・
締
切
】
八
月
上
旬
に

　
配
布
し
た
ハ
ガ
キ
及
び
電
話
に
て

　
九
月
末
日
ま
で
に
お
願
い
し
ま
す
。

【
実
行
委
員
長
】
小
堺
重
三
郎

　
智
0
4
8
1
4
3
1
1
3
8
3
3
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露封
羅

短
歌
蝉
　
の
声

　
　
　
　
　
　
　
野
石
　
　
念

む
し
れ
ど
も
む
し
れ
ど
も
伸
ぶ
庭
草
・

を
愛
ほ
し
み
つ
つ
一
汗
か
く
も

脳
天
に
し
み
入
る
蝉
の
声
あ
り
て
裸

暮
し
を
ほ
ん
に
涼
し
む

飛
ぶ
こ
と
の
叶
わ
ず
羽
を
震
わ
せ
て

闇
に
奏
ず
る
こ
お
ろ
ぎ
の
群
れ

わ
が
脛
に
灼
き
つ
く
舗
装
の
照
り
返

し
ま
ざ
ま
ざ
と
し
て
今
日
原
爆
忌

日
本
海
見
は
る
か
し
水
わ
か
つ
峰
天

の
砦
や
鍋
立
の
山

臼〆ノしリノ汐

／　’．／　－ 　　　
lノ

’
，

llプ亥

レ
γ、

、
1
．

〆
’
勉Nlい・
1
、

ン〆　　　　・
1左

r

ノ1／／「

f－ll1f’一

，一

∵

F
、

∫▽ll－ ／マγF、
鋤しr『1「レ

r甲

l・㌧・1∵　㌦1レβI 畠置

　
し
ぶ
み
句
会

草
い
き
れ
抜
け
湧
水
に
た
ど
り
着
く

　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
公
　
鳴

駆
け
込
み
て
ま
づ
扇
風
器
一
人
占
め

　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
八
千
代

井
戸
水
に
大
玉
西
瓜
泳
が
せ
て

　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
紅
茶

逞
し
く
生
き
し
証
し
の
日
焼
か
な

　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
昌
　
弘

牛
乳
の
ビ
ン
に
一
本
百
日
草

　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
有
　
正

臨
月
の
腹
を
か
か
え
し
日
傘
来
る

　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
淡
　
水

七
夕
の
飾
り
は
た
め
く
繁
華
街

　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
千
登
世

　
　
　
　
　
　
　
　
み
ち
さ
か
い

夕
立
や
悲
喜
明
暗
の
道
境

　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
た
つ
お

か
ん
て
ん

旱
天
に
な
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・∂概輕ん：だ．一δ（．鋤て：わづ1．1．∵（保肴薗び憲いろ組むんでず纂

　　ひろ　し
秋山広志玩

　　5歳

清水せいはち

市川めぐみ曳

　　4歳
池之畑　まいさか

　　ゆう　た
小堺雄太玩

　　5歳

儀明いなばや

　　はや　と
柳隼人玩
　　4歳
犬伏いけのくぽ

　　み　か
牧田美香曳

　　5歳

峠ふくだや

　　　じゆん
若井純玩
　　5歳

蓬平まつべえ

〈期日〉　10月16日（日）

〈会場〉　松代町総合体育館

〈種目〉　6人制バレーボール

〈対象者〉　一般・高校生

〈参加料〉　1チーム2，000円

　　　　（登録チームは無料）

〈申込先〉　総合体育館事務室

　　または、役場建設課・佐藤

〈申込締切〉

　10月5日（水〉

〈その他〉

・男女混合可

・試合方法は、

参加申込み数に

よって決めます。

○いげ

新潟県行政書士会
一日無料相談所
開設のお知らせ

　市民サービスの一環として、

行政書士による一日無料相談所

を開設いたしますので、日頃の

疑問解決等に、お気軽に、ご相

談ください。

★開催日時及び場所

・平成6年10月2日（日）

　　上越文化会館（小会議室）

・平成6年10月16日（日）

　　新井市総合文化ホール

どちらも午前10時から午後4時

璽裁癒．鞭痩総後期1

裁能榛羅瀬翻魏鑛謹・

　技能検定は、技能者の技能習

得意欲を高め、社会的地位の向

上を図ることにより、産業の振

興・発展に寄与することを目的

に、技能水準を一定の基準で検

定する国家検定制度です。

　実施職種は、配管や鉄筋・型

枠施工など75職種にのぼります

が、この技能格定に合格すると

特級、1級及び単一等級は労働

大臣が、2級及び3級は県知事

が合格証書を交付し、技能士の

称号が与えられます。

　実施職種等詳しい内容につい

ては、新潟県職業能力開発協会

（025－283－2155）県立テクノ

スクール、認定職業訓練校、ま

たは、業種団体等にお問い合わ

せください。

　実施日程は下記の通りです。

【技能検定実施公示】

　　平成6年9月1日（木）
【技能検定受検申請書の受付】

10月3日（月）～10月14日（金）

【技能検定実技試験】

△問題の公表　11月30日（火）

△実施　12月9日（金）～

　　平成7年2月26日（日）
【技能検定学科試験】

2月5日・8日・12日・19日
【技能検定合格発表】

平成7年3月30日（木）

「自賠責
　小さなシールで
　　　　大きな安心」

　今年も無保険（無共済）バイ

ク対策協議会（総務庁、警察庁、

大蔵省、農林水産省、運輸省等）

では、9月1日から9月30日ま
で「無保険（無共済）バイクを

なくそうキャンペーン」を行い

ます。

　250cc以下のバイクには車検

制度がないこともあって、自賠

責保険（共済）の継続契約をつい

忘れがちです。小さなバイクだ

からといって「油断は禁物」、

バイクによる人身事故も軽視は

できません。無保険（無共済）

で死傷事故でも起こしたら、そ

れこそ大変です。

　また、バイクにも自賠責保険

（共済）への加入が法律で義務

づけられており、無保険（無共

済）で走ると、6ヵ月以下の懲

役、または5万円以下の罰金、

さらに、違反点数6点となり、

免許停止処分となります。

　もし、契約切れになっていた

ら、最寄りの損害保険会社、代

理店（バイク・自転車店、コン

ビニエンスストア等）、または農

協へいきましょう。

★日時　10月1日（土）

★会場　町民グランド、クロス

　　カントリースキーコース

★実施種目と対象者

・1km　小学校1・2年男女

　　　親子ジョッギング・一

　　　般者
・2km　小学校3・4年男女

　　　中学校女子・一・般者

・3km　小学校5・6年男女

　　　中学生男子・一般者

★表彰　①小・中学生は男女別

　　にそれぞれ6位まで表彰
　　優勝者にはメダルを贈る

　　②親子ジョッギング参加

　　者全員に参加賞を贈る。

　　③一般者には種目ごとに

　　　3位まで賞を贈る。

★申込方法　9月22日（木）まで

　に大会事務局へ（町総合体育

　館内）智7－3752
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国の教育ローンの

　　ご案内
平成6年7月1日現在

〈お使いみち〉

　入学時の費用、在学中の費用

　（授業料、下宿代、通学費など）

〈ご利用いただける方〉

　大学、短大、高校、高専、専

修学校、各種学校、予備校など

に入学・在学される方の保護者

〈ご融資額〉

　学生・生徒お一人につき

　　　　　　　　150万円以内

〈利率〉　年4．4％

　　（変動することもあります）

〈ご返済期間〉　8年以内

　　（据置は在学期間内。

　　　　ただし最長4年以内）

〈くわしくは〉

〒943上越市大町3－2－1

　　　　　　（大町小学校前）

　　　国民金融公庫　高田支店

　　　　　智0255－24－2340

9月24日（土）『星空散歩』

　10月の星空をプラネタリウム

で散歩します。

場所一プラネタリウムドーム

時問一13：20～14：10

定員一入館者全員を対象

参加料一入館料をいただきます

お問い合わせ一〒950

　新潟市女池字蓮潟東2015－15

　　　　新潟県立自然科学館

　　　　　智025－283－3331
休館日一原則として毎週月曜日

13

★訓練科目及びコース内容

パソコンコース　10／5～1／27

パソコンワープロ　10／3～11／18

ワープロコース　10／3～11／18

JIS溶接コース　　11／2～3／31

JIS溶接実技　　　10／3～11／04

技能検定実技コース

　建築大工実技　11月～12月

　建築配管実技　11月～1月
機械工作コース　11／7～12／18

在庫管理コース　10／3～10／20

原価管理コース　11／21～11／25

工程管理コース　11／7～11／22

作業の標準化コース　10／3～10／28

監督管理者コース

　改善の仕方　　10／17～10／26

　安全作業　　　11／14～11／17

　　　　　　　12／5～12／09

★定員　10～20名

★場所　上越市高土町3－1－12

★申込期間　各コース講習開始

　　　　　　2週間前まで

★受講受付　各コースとも常時

★問い合わせ

　　上越地域職業訓練センター

　　　　　盈0255－23－0737

丈夫な歯で健康家族

　今、あなたのお口の中に何本

の歯があるでしょうか。親しら

ずを除いて通常では28本の歯が

生えてきます。これが、虫歯や

歯周病で失われてくるとどうな

るでしょうか。

　まず、噛みごたえのある食品

が食べにくくなります。すると

家族で同じものが食べられなく

なり、食事が楽しくなくなりま

す。そのため食欲が低下して、

徐々に健康を失ってくるようで

す。肉や魚が食べられなくなる

と、塩辛いものでご飯を食べる

ようになります。このような食

生活のかたよりが、脳卒中を引

き起こすと言われています。

　自分の歯でなんでも食べられ

る人は、高齢になっても活動的

に生活できるのに対し、歯がな

くなって良く噛めなくなるにし

たがい、家の中にこもりがちに

なり、やがて、寝たきりになっ

てしまう傾向があります。充実

した人生のために、いつまでも

丈夫な歯と歯ぐきが保たれるよ

うに注意して下さい。

　　　　　新潟県歯科医師会

押一一一勤労者のみなさんへ一一一・一・讐
ロ　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　ロ

；★新潟労信協（財団法人新潟県労働者信用基金協会）の保証により労働金庫から；
ロ　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　ま
コ　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　コ

≡　融資が受けられます。　☆一般勤労者の方　☆自営業者の方（従業員5人以下）≡
コ　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　コ
ロ　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　ロ

雪★融資の種類（ご融資の主な種類は次のとおりです）　　　　　　　　　　　　雪
ロ　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　ロ
コ　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　コ

≡【無担保】　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　平成6年6月15日現在≡
コ　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　コ
■：　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　■：
コ　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　コ
ロ【　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　■ζ
コ■　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　コ
躍：　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　■：
コ　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　コ
曜：　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　■：
コ　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　コ
■：　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　1【
コ　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　コ
■【　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　■：
＝■　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　コ
■：　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　■：
コ　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　コ
■：　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　■：
1■　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　コ
巳　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　■：
コ　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　コ
■：　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　1【
1■　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　コ
曜　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　1【
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種　　類 用　　　　　途 融資額 期間 金　　　利

フ　リ　ー
ロ　　ー　　ン

車購入・物資購入・教育・
冠婚葬祭・レジャー資金など

500万円

以　内

10年

以内

固定

年10．40％～6．80％

教　　　育
ロ　　ー　　ン

教育資金
500万円

以　内

15年

以内

固定

年7．30％

リフォーム

ロ　　ー　　ン

増改築・修理・改装・門・

塀・造園・車庫・物置など

500万円

以　内

15年

以内

固定

年6．20％～5．60％

種　　類 用　　　　　途 融資額 期間 変動金利型

住　　　宅
ロ　　ー　　ン

新築・増改築・土地・

家屋購入

3000万円

　以内
30年

以内
年4．35％

フリー不動産

担保ローン

住宅・物資購入・教育・冠

婚葬祭・レジャー資金など
3000万円

　以内
30年

以内
年5．35％

生き活き
ロ　　ー　　ン

住宅関連資金　及び

生活資金など

7000万円

　以内
30年

以内

住宅用途年4．35％
フリー用途年5．35％
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無担保　不要（全額金融機関負担）
不動産担保　　年0．16％（本人負担）

労働金庫　十日町支店　智0257－57－8300

労働金庫　直江津支店　智0255－43－4584

または、財団法人新潟県労働者信用基金協会
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暑
い
日
が
続
き
、
水
不
足
が
心
配

で
す
。
私
は
こ
の
松
代
に
U
タ
ー
ン

し
て
早
い
も
の
で
一
年
を
迎
え
よ
う

と
し
て
い
ま
す
。
松
代
に
戻
っ
て
き

て
免
許
を
取
り
、
今
年
の
四
月
に
建

設
さ
れ
た
ば
か
り
の
ア
ー
ト
ネ
イ
チ

ャ
ー
で
働
い
て
い
ま
す
。
職
場
の
人

と
も
仲
良
く
な
り
、
私
が
困
っ
た
時

佐藤ゆかりさん

室野・いずみや

に
は
い
つ
も
相
談
に
の
っ
て
く
れ
ま

す
。
そ
ん
な
心
遣
い
に
励
ま
さ
れ
て

頑
張
っ
て
い
ま
す
。

　
学
生
の
こ
ろ
は
何
を
す
る
に
も
不

便
に
見
え
た
田
舎
が
い
や
で
、
中
卒

後
静
岡
の
方
に
七
年
い
た
け
れ
ど
、

毎
月
届
く
広
報
ま
つ
だ
い
を
見
て
は

　
　
　
　
ピ

室
野
に
帰
り
た
い
と
思
う
よ
う
に
な

り
、
少
し
づ
つ
松
代
町
が
住
み
よ
く

な
っ
て
い
る
こ
と
に
気
つ
き
ま
し
た
。

観
光
地
と
し
て
で
な
く
、
『
若
者
が
自

然
と
引
き
込
ま
れ
る
』
そ
ん
な
町
を

目
指
し
努
力
さ
れ
た
と
思
い
ま
す
。

　
私
も
青
年
会
に
入
っ
て
、
昨
年
の

三
月
「
冬
の
陣
」
の
祭
り
に
参
加
さ

せ
て
い
た
だ
き
と
て
も
嬉
し
か
っ
た

で
す
。
室
野
で
も
九
月
三
日
と
四
日

に
秋
祭
り
が
あ
り
、
こ
の
日
の
た
め

に
地
区
の
人
達
が
全
体
が
ひ
と
つ
に

な
り
、
祭
り
を
盛
り
上
げ
て
い
こ
う

と
し
て
い
ま
す
。
青
年
会
で
も
、
毎

日
忙
し
い
中
を
夜
遅
く
ま
で
集
ま
る

で
し
ょ
う
が
、
祭
り
を
通
し
て
室
野

集
落
の
人
達
と
知
り
合
え
る
の
で
青

年
会
に
入
れ
て
も
ら
っ
て
よ
か
っ
た

と
思
い
ま
す
。

　
職
場
の
人
た
ち
も
初
め
て
の
人
ば

か
り
で
す
が
、
学
生
の
こ
ろ
か
ら
知

っ
て
い
た
か
の
よ
う
に
親
し
く
話
し

か
け
て
く
れ
ま
す
。
初
め
の
こ
ろ
は

う
ま
く
な
じ
め
る
か
ち
ょ
っ
と
心
配

で
し
た
が
、
今
は
そ
ん
な
こ
と
も
な

く
な
り
ま
し
た
。

　
松
代
も
車
が
な
い
と
不
便
な
と
こ

ろ
も
あ
る
け
れ
ど
、
静
岡
と
違
い
四

季
の
す
ば
ら
し
さ
と
夜
空
に
た
く
さ

ん
の
星
が
見
ら
れ
る
の
に
は
驚
い
て

し
ま
い
ま
し
た
。
い
つ
ま
で
も
こ
の

自
然
を
大
切
に
し
て
も
ら
い
た
い
と

思
い
ま
す
。
最
後
に
、
町
の
み
な
さ

ま
に
は
い
ろ
い
ろ
お
世
話
に
な
る
と

思
い
ま
す
が
、
こ
れ
か
ら
も
よ
ろ
し

く
お
願
い
し
ま
す
。

　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
O

　男　2，413人　　（＋8人）

　女2，480人（＋4人）
　計4，893人（＋12人）
世帯数1，488世帯（＋3世帯）

　出生2人　　死亡5人

　転入23人　　転出8人
　　　（6年8月末日現在）

一人ロの動き一

圃
園
圓
圃

▼
思
い
ど
お
り
に
い
か
な
い
こ
と
が
世

間
に
は
た
く
さ
ん
あ
る
も
の
で
、
昨
年

の
冷
夏
と
今
年
の
炎
暑
・
少
雨
は
そ
の

典
型
で
は
な
い
で
し
ょ
う
か
。
「
足
し
て

二
で
割
れ
ば
最
高
な
の
に
」
と
い
う
声

を
何
回
と
な
く
聞
き
ま
し
た
し
、
み
ん

な
が
そ
う
感
じ
た
と
思
わ
れ
ま
す
。

▼
先
月
下
旬
に
は
、
気
象
予
報
士
の
初

め
て
の
試
験
が
行
わ
れ
、
暮
ら
し
に
役

立
つ
情
報
が
即
座
に
利
用
で
き
る
と
期

待
し
歓
迎
も
し
て
い
ま
す
。
先
が
見
え

る
と
い
う
す
ば
ら
し
い
こ
と
を
生
活
の

中
で
早
く
実
感
し
た
い
で
す
ね
▼
蒲
生

区
か
ら
は
五
十
一
年
ぶ
り
に
「
雨
乞
祭

り
」
を
行
う
と
の
知
ら
せ
を
戴
き
ま
し

た
が
、
記
事
に
で
き
な
く
申
し
訳
あ
り

ま
せ
ん
で
し
た
。
▼
農
作
業
も
本
格
的

に
忙
し
く
な
っ
て
き
ま
し
た
。
事
故
や

け
が
の
な
い
よ
う
注
意
し
、
味
覚
の
秋

を
存
分
に
楽
し
み
た
い
も
の
で
す
。

14

圃團鋤團回
（7月26日～8月25日受付）

　げんきな良い子に（出生）

　　まさかず
金澤雅和ちやん和夫・美恵さん

　　　　（2男・室野・駐在所）

　ご冥福を祈ります（死亡）

関谷イセさん　　　　74歳

　　　　　　（松代・ひらたや）

武田　行さん　　　89歳
　　　　　　（千年・ねえさん）

美濃和正一さん　　　69歳

　　　　　　　（福島・福田屋）

ずわこつ
）

　き　　　　　いっとき　　 はじ

＊聞くは一時の恥、
　　　　　　きいっしょうはじ　　　　　聞かぬは一生の恥
自分が知らないことの教えを乞

うのは、恥ずかしくてもその時

だけのことであり、もし教えを

乞わないままにしたとすれば、

それこそ一生恥ずかしい思いを

することになるということ。
　き　こ　　　いきお

＊騎虎の勢い

やりかけたことは、中途半端な

ままやめられない、やめれば害

を受けるということ。虎に乗っ

た者は、途中で虎の背から降り

ようとすれば虎に食われてしま

うということから出たことば。
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嚇
勢
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途
れ
こ
が
ち
美
人
・
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す
う
罰
心
打
く

　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
は

の
け
わ
れ
る
き
騎
り
ま
受
者
う
と
砒
人

　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
＊

人の値打ちは、外見の善し悪し

ではなく美しい心であるという
　　　　　　み　　め
こと。→人は見目よりただ心
　　　　の　　　　　　　　れん　げそう
＊やはり野におけ蓮華草

蓮華の花は野に咲いてこそ美し

いように、人間も物事も手を加

えたりせずに、本来の姿でいる

のが自然でありいいということ
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